


























































次た､ 7員環エーテルに対する?チル基導入を行-た(Scheme 4)0 7員環エノールエーテル17をDMD
oでエポキシ化した後､ HFIPyridineで処理してフッ素を導入し､生じた水酸基をTBSで保護して18を収




































10 : R2 =人か†/＼oH
11:R2=H


























Scheme 4. StereocontroHed introduction of allyl group･
xindongnin A (20)　ent･kauren･15･one (21 )
Figure 2. Structure of kauranes･
OH
Scheme 5･ Synthesis of ent-kauren-15-one 21 ･







ent･kauren･1 5･one (21 )
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論文審査の結果の要旨
川田祐也の論文は､シガトキシン類及びカウラン骨格二量体型化合物の合成研究に関する四章からなるo
シガトキシン頬は､熱帯･亜熱帯地方で頻繁に発生する世界長大規模の食中毒シガテラの主要原因毒であ
る｡しかし､シガトキシン頬は天然からの入手が極めて困難であり､生物･医学的研究が遅れているoそ
こで､合成化学的供給を実現するため､シガトキシン類の効率的な全合成法開発を検討したoまた､ CTX
IBの全合成と毒魚検出法を確立するために､全合成に必要なCTXIB型ABCDE環部の合成と､ファージ
ディスプレー法による抗cTXIB型ABCD環部抗体の調製に必要などオチンコンジュゲートを合成するこ
とに成功した｡
第一章では､まず､ AB環部とD環部を用いてCTX3C型ABCD環部を合成した｡次に､ CTX3C型AB
cD環部をcTXIB型ABCD環部に変換した後､ E環部を構築し､さらにCTXIBの全合成に必要な量の
ABCDE環部を合成した｡また､合成中間体のCTXIB型ABCD環部およびCTX3C型ABCD環部を用い
て､抗体調製に必要などオチンコンジュゲートの合成に成功した｡
第二章では､シガトキシン類に代表される全てのポリエーテル化合物が有している核間メチル基に着目
し､その効率的な構築法を検討した｡まず､ 6員環エーテルに対する核間メチル基の相補的な立体選択的
導入法を開発した｡次に､ 7員環エーテルに対するメチル基導入も､フッ素化誘導体を経て立体選択的に
行うことに成功した｡
第三章では､新規の生理活性を有する未知のカウラン骨格二量体型化合物の創製を目的として､モデル
カウラン化合物の合成とその二量化反応を検討した｡ステビオールから合成したent-カウレンー15-オンの
合成誘導体を､ルイス酸触媒を用いてヘテロDiels-Alder反応を試み､二量体の分子量に相当する化合物
の生成を質量分析によって確認した｡
第四章では､著者の研究成果を総括した｡
以上､本研究は､天然物合成化学の分野に画期的な貢献をするもので､著者が自立して研究活動を行う
に必要な高度の研究能力と学識を有することを示しているo従って､川田祐也提出の論文は､博士(理学)
の学位論文として合格と認める｡
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